
様式第二号の八(第八条の四の五関係)

熊本県知事

廃棄物の処理及び清掃に関する
その処理 1、関する計画を作成し

(第]而)

産業廃棄物処理計画書

事業場の名称

那業場の所在地

提出者
住所熊本県宇上市築籠町221番地

氏名二蔆ケミカル株式会社九州事業所熊本工場
工場長河野正年

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)
電話番号 0964-22-0850

律第 12条の 9 項の規定に基づき、産業廃棄物の減扱その他
ので、提出します。

令和 7年4円 1日計画期闇

当該事業場において現に行っている鄭業1、関する事項

①事業の種類化学工業

三菱ケミカル株式会社九州事業所熊本工場

熊本県宇土市築籠町221番地

②小業の規模

<和

3 従業員数

年6月

23.396百万円(製造品出荷額(前年度実紬})

16日

306名

から

4産業廃棄物の

の処理の工程

令和 8年3 阿 31

連 別紙1の通り

日 まで

(日ホ産業規格 A列4番)

去



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

(管理体制図)

別紙2の通り

(第2 面)

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度( 6年度)実績】

①廃フラ 試薬類廃油 汚泥
現産業廃棄物の種類
状

1.512.510.00排出量327,92 26.60

水銀使用製産業廃棄物の種類陶磁器く 1 いじんもえがら

1島

0.00排出 1.289.23 0.001 0.00

(これまで1"実施しオ・取組)

工程安定化及び運転基準、乎順の適正化による原単位の向上。
廃フラスチック、廃油、金属くず、紙くず嘩の有物化を継続で推進しオ・

【阿標】

試薬類 汚泥廃7'ラ 廃油
産業廃棄物の樋類

800.003.0024.00350.00排出母

水銀使用製もえがら陶磁器く しいじん
産業廃棄物の種類 品

0.50垂 1.00 0.001.028.00出排

(今後実施する予定の計画)

河川水汚泥の新除濁装椴運転で含水率の軽減を図る。
ポイラーの運転管理を強化してもえがらの発生削減を図る

産業廃棄物の分別に関する事項

(分別している産業廃棄物の種類及び分別1、関する取組)

15.00

廃酸

ガラスく

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

325,69

ガラスくず金属く

211.伽

0.00

今後も上記取組みを継続して実施していく

紙く

】.00

紙くず 金属く

0.00

廃アルカリ

0.00

廃アルカリ

4.00

1,57

木くず

場内に廃棄物分別冊場を設靴し適正に管理している。
定期的な廃棄物場のハトロールを実施し管理状況の硴認を継絖する

木くず

36.00

24.06

13.36

廃酸

2
計
画

1
現
状

②
計
画



自ら行う産業廃菜物の再生利用に関する事項

【前年皮( 6年度)実績】
廃油廃7'ラ

産業廃棄物の種類

"ら 11i小刊川を行った

産業廃棄物の址

陶磁器く
産業廃棄物の種類

Πら 11i小判川を行った

産業廃棄物の量

(これまでに実施した取組)

該当なし

【岡標]

廃7'ラ
産業廃棄物の樋類

"ら 11i,k 刊川を行う

産業廃棄物の量

産業廃棄物の樋類

1、1 ら 11i,1ξ冽川を行う

産業廃棄物の量

(今後実施する予定の計画)

該肖なし

{いじん

(第3 面)

もえがら

試薬類

水銀使用製廃アルカリ廃酸

1 いじん

品

汚泥

陶磁器くずもえがら

水銀使用製
品

自ら行う産業廃棄物の中問処理に関する亊項

【前年度( 6年度)実績】
廃油現産業廃棄物の種類'フ'ラ

状
"ら熱 1"1収を li つた

産業廃棄物の量

"ら中問処肝!1゛より

減硫Lた産業廃棄物の址

産業廃棄物の種類

1'1 ら熟 1"1収を ff l'

産業廃棄物の垂

"ら中問処"!ーよ

泣111した産業廃棄物 111

(これまで1、実施し六取組)

該当なし

廃油

紙くず

廃アルカリ廃酸

木くず

1 いじん

ガラスく

水銀使用製廃アルカリ廃酸
品

金属く

陶磁器くずもえがら

木くず

ホくず

試薬類

【同標】

廃プラ
産業廃棄物の極類

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量

Ⅱら中間処則により

澁1,ミする産業廃棄物の址

産業廃棄物の種類

向ら熱回収を行う

産業廃棄物の倣

Πら中問処雌により

誠址する産業廃棄物の址

(今後実施する予定の計画)

該当なし

ガラスく 金属く

ガラスくず金属くず

水銀使用製廃アルカリ廃酸
品

廃油

木くず

陶磁器くずもえがら

試薬類

ガラスくず金属くず

1
現
状

②
計
画

②
計
画



(第4 面)

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度( 6年度)実績】

廃油 試薬類廃プラ
産業廃棄物の麺類

"ら墫立処分 X は
泡π投人迅分を行った
産業廃棄物の唯

陶磁器く もえがら 1 いじん
産業廃棄物の種類 品

1'1 ら則、τ処分父 1
而祥投人処分を行った
産業廃棄物の址

(これまでに実施した取組)

0.00

該当なし

水銀使用製廃アルカリ廃酸

【阿標】

廃プう
産業廃棄物の種類

"ら坤立処分X
海汗投人処分を行
産業廃棄物の

産業廃棄物の種類

Π .、1

陶Π投人処分を行う
産業廃棄物の址

(今後実施する予定の計画)

13.36

13,36

13.36

品

ガラスくず金属くず

0.00

0.00

24.06

24.06

24.06

水銀使用製廃アルカリ廃酸

紙くず

1.57

1.57

1,57

陶磁器くずもえがら

廃油

該当なし

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度( 6年度)実績】

廃抽産業廃棄物の樋類廃フう

全処理委託量 327.児

優良認定処州業者

への処兜委託世

再生利用業者 327.92
への処理委託量

認定熱回収業者

への処理委託料
認定熱川収業占
以外の熱川収を行う

業井への処州委託1.1

陶磁器く
産業廃棄物の樋類

0.00全処理委託母

優良認定処則業者

への処見委託址

再生利用・

への処理委託量

認定熱回収業者

への処理委託料
認定熱川収業
以外の熱1"1収を行う
業打への処,1!婆託1'1

(これまでに実施した取組)

木く ガラスく

1 いじん

金属く

水銀使用製廃アルカリ廃酸
品

26.60

26.60

26.60

試薬類

ガラスくず金属くず

325.的

325.脚

325.69

0.00

汚泥

終処分まで管理する。

もえがら

1,5】2.51

265.99

1.512.51

紙く

1.2釣.器

1.289.23

1.289.23

処理業者と適正な委託処理契約を締結しご地子マニフエストにて
優良認定処理業者への処理移行を進めた。

1 いじん

0.00

木く

1
現
状

は
う
推

②
計
画

1
現
状



211.00

21 1,00

2Π.00

【同標】

廃プラ
産業廃棄物の種類

全処理委託量 350.00

優良認定処N業者
350.00

への処埋委託址

再生利用業者
350,00

への処理委託量

認定熱回収業者

への処理委託料
認逃熱 1・1 収 ^ 1
以外の熱1"1収を行う
業門への処川委託11{

産業廃棄物の種類

全処理委託量 1.00

優良認延処則業名
1.00

への処川委託量

再生利用業名
1.00

への処理委託量

認定熱回収業名

への処理委託料
認 IE 熱 1"1 収業
以外の,MU1収をlr'

業井への処"!委託耻

(今後実施する予定の取組)

1,00

1.00

1.00

金属く廃油

24.00

24.00

24,00

36.00

36,00

36.00

試薬類

(第5 面)

陶磁器くずもえがら

3,00

3.00

3.00

汚泥

4.舶

4.00

4.00

800.00

80.00

8伽.00

紙く

1,028.00

1,028.00

1,028.00

優良認定処理業者への処理委託の移行増1 を進める

ばいじん

0.00

木くず

0.00

水銀使用製廃アルカリ廃酸

15.00

而.00

15.00

口
U口

ガラスく

0.50

0.50

0.50

①
計
画



備老

前年度の産業廃棄物の発生世が 1、000 トン以上の那業場ごと 1-1 枚作成すること。

当該年度の6月30日までに提出すること。

当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

1 桐には、臼本標準産業分類の区分を記入すること。

2欄には、製造業の場合1、おける製造品出荷額(前年皮実穎)建設業の場合ι'おける元訥完成

工事高(前年度実緬)医療機関の場合 1、おける病床数(前年度末時点)等の業樋1、応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

4欄には、当該事業場rおいて生ずる産業廃棄物についての発宅から最終処分が終了するまで

連の処理の工程(当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む)を記入するーと

自ら行う産業廃棄物の中問処理に関する事項」の棚には,産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

問処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の批と、自ら中問

処理を行うことによって減母した量について、前年度の実鞍、岡標及び取組を記入すること。

産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の樋類ごとに、全処理委託母

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者(廃棄物の処理及び清邦1、関する法律施行

令第6条の"第2丹に該当する者)への処理委託扱、処理業者への再生利用委託吸、認定熱回収

施設設朏者 U発棄物の処理及び清掃に関する法律第巧条の3の3第1項の認定を受けた者)であ

る処理業者への焼却処理委託攝及び認定熱回収施設設匙者以外の熱回収を1丁ている処理業者

への焼却処理委託批について、前年度実紕、月標及び取組を記入すること。

モれぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に別紙のと

おりと記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

極頬が3以上あるときは、前年座実紕及び同標の掬に「別紙のとおりと記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄 1、記入すべき洪項がないときは、

を記入すること。

※欄は記入しないこと

(第 6 面)

川
櫛



第

別紙1

PVOH製造工程

OPLフィルム
製造工程

産業廃棄物の

廃プラスチック

KH$フィルム

製造工程

(別紙)

連の処理の工程

廃酸

廃プラスチック
(OPL樹脂・フィルム

医薬品中間体
製造工程

委託処理(中間処理・焼却)

有物

委託処理(中間処理・焼却

バイオマスボイラー

廃プラスチック
(KHS樹脂・フィルム

委託処理中問処理・焼却

排水処理工程

廃油(溶剤系廃液)
廃プラスチック

有物

SS分離・脱水

掘削工事他

処理後は路盤材として再'源化

委託処理(中間処理・焼却)

有物

もえがら

処理後は路盤材として再'源化

分析関係

委託処理中問処理・焼却

処理後は路盤材として再'源化

工場共通

委託処理(中問処理・焼却、中
聞処理・混練造粒固化

汚泥

汚泥
仂ーハ'イト残漬)

試薬類

委託処理(中間処理・焼成)

委託処理(直接再'源化/発
酵堆肥化)

委託処理(中問処理・焼成)

委託処理(中間処理・造粒固化、
中間処理・焼却)

委託処理(中問処理・焼却)

処理後は路盤材として再'源化

紙くず

処理後は路盤材として再'源化

木くず

処理後はセメント原料・路盤材として再'
源化

ガラス・陀磁器・
コンクリート屠

金属屑

処理後はセメント原料として再'源化

有物

委託処理(中間処理・破砕

処理後はセメント原料として再'源化

廃油(機械油他)

委託処理中間処理・焼却

処理後は改良土・路盤材として再'源化

廃プラ

委託処理中間処理・焼却

有物

委託処理(中問処理・焼却)

有物

処理後は路盤材として再'源化

処理後は堆肥化、燃料化

委託処理(中間処理・破砕)

委託処理(中問処理・焼却)

処理後は路盤材として再'源化

処理後は路盤材として再'源化

処理後は路盤材として再'源化

処理後はRPF(固形燃料化)

処理後は路盤材として再'源化



第

別紙2

九州事業所

三菱ケミカル繍熊本工場
廃棄物管理体制図

(別紙)

管理体制図

水処理,ガス課

劃」ソ上讓

ホリカー,、ネート1認

ホリカー.,ネート 2課

ナJーハンラック課

セ帝'円!グルーフ

倖ホ 1'瑚

焦水製造部

無機机吊"凱

被品材料課

シリケート讓

廂課

肌Fホリマー課

ーエステル忍γ^

エレクトロニクス

分イ立

,11序管卯グルーフ

熊本工場関連

攘械 1 グルーフ

機械2グルーブ

電"'1 グJIーブ

電,ト2 グループ

先迅技伶グルーブ

1.{旦グルーフ

企1乢嗣彬グルーブⅡ鳶牢チーム含む}

棟牢機械グルーブ

篤本皿計グループ

1 グルーフ

ルーフ

動力課

KC I'課

KⅡS課

K I,]'謀

慌ポニチゴーサーピス1株)

企1舸グルーブ

小帝技術 DXグルーブ

S王4フロジエクト

物t丸凪'則グルーフ

ノ、材台戚・ものづくり挑迅グルーフ

い1ブロジエクト

環境・安令企向グルーブ

保安・腎愉防災グルーフ

焦本環境安令グループ

【管理業摘委1モ】

,凌愉技和簡

1リ,rⅡ'証 1 グルーフ

"賀保証2グルーフ

検作】グルーフ

検作2グルーブ

検作3グルーフ

技術・φ1向グルーフ

熊本検在グルーブ

榛'品貴保"'グルーブ

【管理監口任】

*産菰廃棄物管理凹任老



提出者の名称

事業の名称

内容年度

産業廃棄物処理計画(集計用シート)
提出者の住所河野正年

三菱ケミカル株式会社九州事業所熊本工場事業の所在地

年度平成

_艶ケミカル韓式金社九州亭業所牌本工堺工埋畏

廃棄物の種類

廃フラ

3.520.94

2.473.50

排出

廃油

試薬類

自社内での処理状況

自己再生
利用

汚泥

現状

計画

現状
計画

現状
計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状
計画

現状
計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

針画

現状

計画

現状

計画
現状

計画

紙くず

327.92

350.00

26.60

24.00

木くず

うち熱
回収

ガラスくず

B

自己中問
処理
減化

金属くず

3.00

1.512.51

800.00

熊本県宇土市築籠町2劃番地

熊本県宇土市築籠町221番地

随磁器くず

C

自己最終
処分

もえがら

D

ぱいじん

1336

15.00

全処理
委託

水銀使用製品

委託先での処理状況

委託処理のうち委託先毎の

熱回収

認定業者
熱回収再生利用

以外の熱
業者への 認定業者

回収を行
への処理処理

う業者へ
委託委託

の処理

委託

JE

廃アルカリ

1.00

157

4.00

優良認定
処理業者
への処理

委託

廃酸

1.00

128923

1.028,00

F

2.274.42

1.75350

327.92

35000

2660

2400

単位トン

G

3.520.94

2,473.50

327.92

35000

2660

2400

3.00

1.512.51
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